
　

気
候
変
動
は
お
そ
ら
く
、
人
類
が
こ
れ
ま
で
に
直

面
し
た
最
大
の
長
期
的
課
題
で
あ
り
、
国
境
を
越
え

た
現
在
進
行
形
の
脅
威
で
あ
る
。
国
連
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）の
第
５
次
評
価

報
告
書
で
は
、
20
世
紀
末
頃（
１
９
８
６
～
２
０
０

５
年
）と
比
べ
て
、
厳
し
い
温
暖
化
対
策
を
と
ら
な

か
っ
た
場
合
、
21
世
紀
末（
２
０
８
１
～
２
１
０
０

年
）の
世
界
の
平
均
気
温
は
、
２
・
６
～
４
・
８
℃

上
昇
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
日
米
は
、
こ
の
危
機

に
対
処
す
べ
く
、
断
固
た
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
そ
し
て
共
に
担
う
べ
き
重
要

な
役
割
を
遂
行
し
、
世
界
的
な
取
り
組
み
を
先
導
す

る
た
め
、
革
新
的
な
技
術
を
持
つ
民
間
企
業
に
呼
び

掛
け
る
。

気
候
変
動
は
バ
イ
デ
ン
・
ハ
リ
ス
政
権
の 

最
重
要
課
題

　

現
米
政
権
は
、
発
足
初
日
か
ら
気
候
変
動
を
最
重

要
課
題
と
位
置
付
け
、
外
交
政
策
の
中
心
に
据
え
た
。

就
任
初
日
に
は
、
米
国
を
パ
リ
協
定
に
復
帰
さ
せ
る

文
書
に
署
名
し
、
就
任
し
た
週
の
１
月
27
日
に
は
、

国
内
外
で
の
気
候
変
動
の
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
包

括
的
な
大
統
領
令
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
大
統
領
は
、

ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
元
国
務
長
官
を
初
の
気
候
問
題
担

当
大
統
領
特
使
に
任
命
し
、
米
国
の
決
意
を
明
確
に

示
し
た
。
ケ
リ
ー
特
使
は
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た

め
、
世
界
中
の
リ
ー
ダ
ー
と
積
極
的
に
関
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

米
国
は
新
た
に
焦
点
を
あ
て
た
気
候
変
動
と
い
う

課
題
に
対
し
て
、
自
国
で
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分

認
識
し
て
い
る
が
、
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
85
％
以
上
は
国
外
で
発
生
し
て
お
り
、
米
国
単
独

の
努
力
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
共
通
目
標
に
向
け
、
国
際
社
会
と
再
び
行
動
を

共
に
し
て
い
く
た
め
、
日
本
や
パ
ー
ト
ナ
ー
各
国
と

の
緊
密
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

日
米
連
携
で 

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
先
導

　

日
米
が
揺
る
ぎ
な
い
安
保
同
盟
を
通
じ
て
平
和
、

安
定
、繁
栄
を
促
進
す
る
よ
う
に
、両
国
の
比
類
な
き

協
力
関
係
を
活
用
し
、
気
候
変
動
対
策
で
世
界
を
主

導
す
べ
き
で
あ
る
。こ
の
責
任
を
認
識
す
る
ジ
ョ
ー
・

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
菅
義
偉
首
相
は
、
４
月
の
ワ
シ

駐
日
米
国
大
使
館
経
済
・
科
学
担
当
公
使

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ラ
ン
グ

新
気
候
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

─
さ
ら
な
る
日
米
同
盟
の
強
化
へ
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特集 ２０５０年カーボンニュートラルに向けたエネルギー・気候変動政策

て
１
兆
ド
ル
を
突
破
し
た
。
同
年
は
ま
た
、
気
候
変

動
対
策
技
術
へ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
投
資
が
、

過
去
最
高
水
準
と
な
っ
た
。

　

経
団
連
が
２
０
２
０
年
11
月
に
発
表
し
た
「
。新

成
長
戦
略
」
は
、
持
続
的
な
経
済
成
長
実
現
に
向
け

経
済
界
が
果
た
す
役
割
を
強
調
す
る
。
米
国
政
府
は
、

信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
経
団
連
会
員
企
業

が
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
可
能
に
す
る
革
新

的
技
術
の
活
用
を
、
積
極
的
に
主
導
す
る
よ
う
期
待

す
る
。
両
国
の
協
力
関
係
を
通
じ
て
、
環
境
に
優
し

い
技
術
に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速
と
、
コ
ス
ト
削

減
お
よ
び
技
術
的
専
門
知
識
の
拡
大
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
時
代
に
経
団
連

の
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
企
業
と
協
力
し
、
世

界
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
、
開
発
、
展
開

を
促
進
し
た
い
と
考
え
る
。

将
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

気
候
変
動
に
最
優
先
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
経

済
や
生
活
、
さ
ら
に
は
地
球
上
で
の
生
存
に
壊
滅
的

な
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。
事
業
の
脱
炭
素
化
と
低
炭

素
経
済
へ
の
移
行
を
加
速
す
る
た
め
、
企
業
は
重
要

な
役
割
を
担
う
。
日
米
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
前

線
に
お
り
、
世
界
的
な
取
り
組
み
を
主
導
す
る
立
場

に
い
る
。
我
々
は
経
団
連
会
員
企
業
と
と
も
に
、
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
実
現
し
、
日
米
関
係
と
世
界

の
繁
栄
の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
創
意
工
夫
と
創
造
性
を
結

集
し
、
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
知
力
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
「
力
」
そ
し
て
手
段
を
駆
使
し
、
目

標
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
未
来
は
、
単
に
地
球
上
の
気
候
変

動
問
題
の
解
決
だ
け
で
な
く
、
経
済
成
長
の
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
既
に
多
く
の
企
業
が
こ
の
機

会
を
捉
え
て
い
る
。
川
崎
重
工
業
は
２
０
２
０
年
12

月
、
神
戸
市
に
世
界
初
の
液
化
水
素
荷
役
実
証
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
完
成
し
、
三
菱
重
工
業
は
、
世
界
最
大
と

な
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
製
鉄
所
を
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
建
設
中
だ
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
経
済
へ
の
移
行

は
、
日
米
企
業
間
連
携
の
商
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

米
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
テ
ス
ラ
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
10
年
に
及
ぶ
連
携
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
10
月

に
、
バ
ッ
テ
リ
ー
供
給
元
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
新
た

な
電
池
セ
ル
の
開
発
を
発
表
し
、
テ
ス
ラ
の
コ
ス
ト

削
減
と
生
産
増
強
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
そ
し
て
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
２
０
２
１
年
２
月
、
通
期
の
営
業
利

益
予
想
を
上
方
修
正
す
る
な
ど
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の

結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
先
日
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
原
子
炉
を
開
発
す
る
米

ニ
ュ
ー
ス
ケ
ー
ル
・
パ
ワ
ー
社
へ
の
４
０
０
０
万
ド

ル
の
出
資
を
発
表
し
た
。
金
融
分
野
で
は
、
投
資
家

が
環
境
・
社
会
・
企
業
統
治（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）に
目
を
向
け

て
お
り
、
２
０
２
０
年
だ
け
で
フ
ァ
ン
ド
流
入
額
が

４
倍
と
な
り
、
持
続
可
能
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
初
め

ン
ト
ン
で
の
首
脳
会
談
で
「
野
心
、
脱
炭
素
化
及
び

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
日
米
気
候
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
合
意
し
た
。
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
次
の
３
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
る
。
⑴
気
候
変

動
対
策
の
野
心
的
な
目
標
と
パ
リ
協
定
の
実
施
に
関

す
る
協
力
と
対
話
、
⑵
気
候
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
す
る
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
リ
ー
ン

成
長
、
そ
し
て
⑶
他
国
、
特
に
イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国

で
の
脱
炭
素
化
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

両
国
は
こ
の
枠
組
み
に
基
づ
き
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
世
界
全
体
で
実
質
排
出
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
た
め
、

主
要
経
済
大
国
に
働
き
掛
け
、
世
界
的
な
野
心
を
高

め
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
脱
炭
素
化
の
加
速
に
向
け

協
力
す
る
と
固
く
決
意
し
て
い
る
。
緊
密
な
協
力
関

係
を
築
い
て
き
た
両
国
に
は
、
既
に
イ
ン
ド
太
平
洋

の
パ
ー
ト
ナ
ー
各
国
と
協
力
し
、
共
通
の
脱
炭
素
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
、
二
国
間
お
よ
び
地
域
間
の

豊
富
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
。
日
米
は
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
と
展

開
を
、
手
頃
な
価
格
で
効
果
的
に
拡
大
す
る
手
段
を

得
よ
う
と
尽
力
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
民
間
部
門
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

官
民
連
携
の
重
要
な
役
割

　

政
府
の
公
約
を
実
現
す
る
に
は
、
民
間
部
門
の
貢

献
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
米
企
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
最
前
線
に
あ
り
、
革
新
的
な
力
を
活
用
し
、
世

界
の
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
主
導
で
き
る
と
確
信
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